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〇 虐待は、子供への重大な権利侵害で、その心身の健やかな成長を阻害するものであり、
非常に深刻な問題です。

○ 東京都では、子供と家庭に関する身近な相談機関である区市町村の子供家庭支援セン
ターと専門的対応を行う児童相談所が連携しながら、虐待の防止に取り組んできました。

〇 しかしながら、都内の児童虐待の対応件数は年々増加し、平成29年度は13,707件と、
10年前の約４倍となっています。また、今年の３月にも、目黒区内で５歳女児が虐待に
より死亡するという痛ましい事件が発生しました。

〇 こうしたことから、社会全体で、子供への虐待防止の取組をより一層進めるため、条例
の制定に向けて検討を開始しました。

〇 今回、この条例の基本的な考え方を取りまとめましたので、以下にお示しします。
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 この条例は、社会全体で虐待から子供を守り、健やかに育むため
に、行政、都民、関係機関などが果たすべき役割を明らかにし、
虐待防止の取組を一層推進していくことを目的としています。

 この目的を達成するため、以下の４つの視点から、基本的な考え
方を整理しました。
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視点②
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虐待の未然防止
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子供とその保護者への支援

人材育成

目的と視点
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視点①

 社会全体での見守り
・行政と都民、関係機関が一体となって、子供と家庭を見守り、支えていくこと
・保育所や学校、病院などの関係機関は、子供と家庭に接する中で、虐待の兆候
を見逃さないこと

 安心して頼れる環境づくり
・妊娠・出産から子育てまで切れ目なく支援すること
・保護者や子供自身が困ったとき、すぐに相談できるようにすること

 各種健診の確実な受診
・保護者は、子供の健やかな成長を守るために区市町村が実施する各種健診を受診
すること

子供への虐待を未然に防ぎ、虐待を生まない社会を
つくることが重要です。

虐待の未然防止

そのために、以下の内容を盛り込むことを考えています。
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視点②

 通告しやすい環境づくり
・通告義務や通告先について、都民や関係機関により一層周知すること
・虐待を受けた子供が自ら相談しやすい環境及び体制を整備すること

 迅速な安全確認
・児童相談所及び子供家庭支援センターは、通告を受けた場合、子供の安全を最優先
とし、迅速に対応すること

・保護者は子供の安全確認に応じること
また、都民や関係機関等は、情報提供など必要な協力をすること

・児童相談所は、確認が困難な場合、法的権限を迅速かつ適切に行使すること

 関係機関の連携
・児童相談所と子供家庭支援センターの連携・協働を一層進めること
また、都内全ての区市町村で子供を守るネットワークを強化し、学校、警察、病院
など関係機関と必要な情報を共有しながら、連携して対応すること

・児童相談所間など、区域を越えた広域的な連携を推進すること

子供を虐待から守るために、早期に発見し、早期に
対応することが重要です。

早期発見・早期対応

そのために、以下の内容を盛り込むことを考えています。
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視点③

 子供に対する支援
・虐待を受けた子供に、年齢や心身の状況に応じた適切な支援を行うこと
・家庭で適切な養育を受けられない子供に対し、里親など、家庭に代わって社会的に
養育し、自立を支援すること

・社会的養護のもとで育った子供に対する社会の理解を促進すること

 保護者に対する支援
・保護者が責任をもって子供を養育し、良好な家庭環境をつくることができるよう
支援すること

・虐待を行った保護者が再び虐待を行わないよう支援すること

虐待を受けた子供の成長を支援することが重要です。
子供を健やかに育むことができるよう、保護者を
支援することが重要です。

子供とその保護者への支援

そのために、以下の内容を盛り込むことを考えています。
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視点④

 計画的な人材の確保・育成
・虐待に的確に対応できるよう児童相談所の人員体制を確保し、専門性を
高めていくこと

・子供家庭支援センターの職員をはじめ、地域で子育て家庭を支える人材の育成を
支援すること

 事例検証の徹底
・死亡事例等の課題を検証により明らかにし、的確な対応につなげていくこと

専門知識や経験を持ち、虐待に的確に対応できる
人材の育成が重要です。

人材育成

そのために、以下の内容を盛り込むことを考えています。
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都議会に
条例案
提出予定

今回、条例の基本的な考え方についてお示ししました。これに関
する都民の皆さまのご意見をお寄せください（９月14日から10
月13日まで）。

皆さまにいただいたご意見に加え、区市町村・専門家等のご意見
も伺いながら、条例の骨子案を作成した上で、改めて皆さまのご
意見を伺う予定です。

条例案検討のスケジュール

意見
募集①
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